
♪輪をつくり 手をつなぎ 共に歌って学ぼうよ♪  

 
 

 

 

   

 「野球しようぜ！」これは、メジャーリーガー大谷翔平選手（ロスアンゼルス・ドジャ

ース所属）から令和６年１月、日本の全小学校にグローブ

が贈られましたが、その中に一緒に添えられたカードに記

載されている大谷選手からのメッセージです。大谷選手は

日本の小学生に野球というスポーツに関心をもってほしい

という思いが想像できますが、県内のある小学校では PTA

により新たに 34個のグローブを追加（大谷選手寄贈グロ

ーブとは違う種類）したとの新聞記事を最近目にするほど、影響が大きいのも事実です。 

さて、前置きはさておき本題に移しますが、「みんなで○○しようぜ！」は今年度、明

治小学校全体で取組んでいるプロジェクトで、４４名の児童に教職員を加えた総勢６０名

弱で行っています。 

その第１弾として、５月から「１年間に本を１０００冊読む」ことを始めました。提案

者は校長自らです。ねらいは、読書を通じて見識を深めることにありますが、子供たちに

は具体的な効果として「集中する力がつくこと」「人の気持ちが分かるようになること」

「言葉の力がつくこと」を説明しました。参考までに、この案は、先行事例のある県外の

校長先生から教えていただいたことを明治小学校版として採用しただけです。 

子供たちは、一人で１０００冊読むのは難しいことでも６０人で行えば不可能ではない

ことを実感し、約束や条件なども受け入れ、やるという決断を下しました。計算上はひと

月に一人３冊読めば十分達成できる数字です。大事なのは、やるかやらないかを子供たち

自身が決めることにあります。「やる価値がある」「おもしろそうだ」など、意味を見出す

と子供たちは勝手に動き出します。現に、６年生からは、取組状況が学校全体にわかるよ

うな方法を考え、実際に行動に移していました。とても頼もしく、誇りに思います。競争

が目的ではなく、みんなで同じ目的をもって成し遂げる経験ができるのは学校という場が

相応しいと、このごろつくづく感じます。 

みんなでやるとなったわけですから、目標を達成した暁には、何らかの形でお祝いをす

ることも公言しました。まだまだ先の話で何も決まっていませんが、その日が一日も早く

訪れることを期待して待ってみようと思います。 

このプロジェクトは、今後、第２、第３弾を検討中です。提案者は私になるのか、それ

とも私以外になるのか、そのタイミングがいつ訪れるのか、それも楽しみのひとつです。 
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大切な「いのち」「いのち」「いのち」 
 

令和 6年度が始まって 2か月が過ぎようとしています。子供たちは、その間、慣れた環

境の中ではあっても、多少なりとも緊張を覚えながら生活していたように思います。特に、

1年生にとっては目に見えない苦労は大きかったことでしょう。 

一方で、子供たちの意識の中には、「そろそろ自分を出し

てもよいだろう」という甘え考えが生まれ、結果として思

いもしないことに結び付いてしまうのもちょうどこの時期

です。現に、クラスの中でちょっとしたことでトラブルに

なってしまったり、思わぬケガや事故に遭遇してしまった

りと、その数は絶えることはありません。生きている以上、

何も起こらないという保障はありませんが、起こらずに済

むことほど幸せなことはありません。特に、「いのち」に関

しては、やり直しがききません。 

大切な「いのち」を守る・救うために、学校ではこの時期、

恒例の『1年生の交通教室（５/２：写真上）』『3年生交通

安全教室（５/２３：写真中）』『教職員の心肺蘇生法講習会

（５/２７：写真下）』を実施しています。避難訓練もその類

ではありますが、これらの行事が毎年、繰り返し行われる

のは、注意の喚起と正しい知識や技能を学ぶ機会を確保す

るためです。時代の変化とともにそのあり方に異を唱える

方もいらっしゃいます。学校の果たす役割は終わったとい

う話を耳にすることもありますが、命の大切さを軸にした

学校経営、教育活動をめざす本校では重要な位置付けであ

ることは今更ながら言うまでもありません。 

「子供には、できるようになるまで何度も何度も繰り返

し教えるんだ。1 回で覚えてできるならそれはすごいこと

だけど、できる子供は少数しかいないんだ。」私が若い頃、

先輩の教員から教えていただいたことの１つです。特に、

「いのち」に関する話では、しつこいくらい教えていただいた記憶が蘇ってきます。自分

で自分のいのちを守る力が身に付くまで何度も何度も繰り返す、そして、そうなってこそ

はじめて生きる力に直結することを忘れず、最善を尽くしてまいります。 

これらの行事を開催するにあたり、山形市交通安全専門指導員、交通指導員、日本赤十

字山形支部よりご支援、ご協力をいただきました。心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

６月の主な予定 
３日（月）４、５年親子行事「モンテ夢クラス」 １３日～１４日 ４、５年：宿泊学習 

     １年：心電図検査           

４日（火）全校集会（陸上記録会壮行式）    １８日（火）なかよし班活動② 弁当持参 

６年：市陸上運動記録会       １９日（水）市小教研のため児童１４時下校 

５日（水）市陸上運動記録会予備日、通学班長会 ２０日（木）クラブ活動 

     ４、５年：田植え  弁当持参    ２１日（金）保護者フリー参観デー、委員会活動 

 ６日（木）４～６年：プール清掃、マイプロ②  ２５日（火）マイプロ④ 

 ７日（金）４、５、６年：式場準備       ２６日（水）６年：七中学区４校合同研究会 

１０日（月）創立１３３周年記念式                  

１１日（火）１～３年：演劇教室、マイプロ③   ２７日 （木）２、４、６年：ブラッシング指導 

１２日（水）全校集会              ２９日（土）資源回収（軒先回収）←ご協力お願いします 

 

         全校集会 

     ５年：田植え            ２３日（金）、ALT来校 

        

 ９日（金）教育実習最終日、ALT来校       


